
萬
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古
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1

問
題
の
所
在

　
日
本
古
代
に
お
け
る
家
族
形
態
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
次
の
よ
う
な
説
が

支
配
的
で
あ
っ
た
。
「
（
古
く
か
ら
存
在
し
た
）
氏
族
共
同
体
は
大
化
以
前
に

崩
壊
し
て
、
親
族
共
同
体
の
社
会
が
成
立
し
て
お
り
、
大
化
前
後
に
は
そ
れ

が
分
裂
し
て
家
族
共
同
体
に
な
る
、
律
令
政
府
は
こ
の
家
族
共
同
体
を
郷
戸

と
し
て
法
制
的
に
定
着
さ
せ
、
支
配
の
基
礎
と
し
た
が
、
奈
良
時
代
に
は
、

家
族
共
同
体
の
有
力
な
も
の
が
、
家
内
奴
隷
で
あ
る
奴
碑
、
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
寄
口
と
よ
ば
れ
る
隷
属
民
を
貯
え
、
戸
主
権
を
強
化
し
て
、
家
父
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　

制
的
奴
隷
家
族
で
あ
る
古
代
家
族
に
発
展
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
説
は
周
知
の
よ
う
に
石
母
田
正
・
藤
間
生
大
・
松
本
新
八
郎
な
ど
の

研
究
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
一
時
は
ほ
と
ん
ど
定
説
と
み
な
さ
れ
る
ほ
ど
の

有
力
説
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
問
題
と
す
る
婚
姻
形
態
に
つ
い
て
は
、
家
父
長

の
も
と
へ
の
嫁
入
（
嫁
取
）
婚
が
主
流
を
な
す
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ

れ
を
示
す
史
料
と
し
て
、
た
と
え
ば
山
背
国
愛
宕
郡
出
雲
郷
の
七
二
六
年
（
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
三
）
の
計
帳
に
み
え
る
つ
ぎ
の
二
つ
の
事
実
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
一
、
戸
主
お
よ
び
房
戸
主
は
原
則
と
し
て
そ
の
妻
を
記
載
す
る
。

　
二
、
戸
主
お
よ
び
房
戸
主
以
外
の
男
子
は
妻
を
記
載
せ
ず
、
女
子
は
そ
の

　
　
夫
を
記
載
し
な
い
。

　
戸
籍
・
計
帳
を
検
討
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
夫
婦
同
居
制
と
別
居
制
と
は

そ
れ
ぞ
れ
広
汎
な
地
域
に
わ
た
っ
て
並
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
夫
婦
同
居
制

は
先
進
地
域
に
よ
り
多
く
、
別
居
制
は
お
く
れ
た
地
域
に
よ
り
多
く
分
布
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
奈
良
時
代
は
夫
婦
別
居
制
か
ら

同
居
制
へ
現
実
に
推
移
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
本

来
全
国
的
に
支
配
的
で
あ
っ
た
夫
婦
別
居
制
が
崩
壊
し
て
同
居
制
が
こ
れ
に

代
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
婚
姻
史
上
に
お
け
る
歴
史
的
転
換
期
を
わ
れ
わ
れ
は
奈
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良
時
代
前
後
に
見
出
す
の
で
あ
る
」
と
結
論
す
る
。

　
石
母
田
正
は
こ
の
結
論
の
上
に
立
っ
て
、
夫
婦
別
居
制
は
母
系
氏
族
時
代

の
「
残
塁
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
と
し
て
も
、
家
父
長
制
的
に
変
質

さ
れ
た
差
別
的
夫
婦
別
早
業
（
前
述
の
愛
宕
郡
出
雲
郷
の
例
）
は
、
女
性
の

自
由
・
独
立
の
基
礎
を
な
さ
な
い
の
み
か
、
か
え
っ
て
反
対
に
女
性
の
家
父

長
に
た
い
す
る
隷
属
を
意
味
し
た
、
と
す
る
。
本
稿
の
課
題
に
引
き
つ
け
て

い
う
な
ら
ば
、
奈
良
時
代
前
後
に
女
性
の
家
父
長
ま
た
は
男
性
へ
の
隷
属
を

意
味
す
る
嫁
入
婚
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
見
解
に
厳
し
く
対
立
す
る
の
が
、
婚
姻
制
度
研
究
の
大
家
高
群
逸
枝

の
説
で
あ
る
。
高
群
は
戦
前
『
母
系
制
の
研
究
』
や
『
招
婿
婚
の
研
究
』
な

ど
の
大
著
を
著
わ
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
一
九
六
三
年
に

『
日
本
婚
姻
史
』
（
至
文
堂
）
を
出
版
し
た
。
そ
の
書
物
に
掲
載
さ
れ
た
日
本

婚
姻
史
表
二
〇
1
＝
頁
）
に
よ
る
と
、
大
和
時
代
1
1
妻
問
婚
、
飛
鳥
奈
良

平
安
（
初
期
）
1
1
前
婿
取
婚
、
平
安
（
中
期
）
1
1
純
婿
取
婚
、
平
安
（
末
期
）

1
1
経
営
所
婿
取
婚
、
鎌
倉
南
北
朝
1
1
擬
制
婿
取
婚
、
よ
う
や
く
室
町
時
代
に

な
っ
て
嫁
取
婚
の
時
期
に
入
る
。

　
い
ま
こ
の
両
学
説
の
大
き
な
相
違
に
つ
い
て
論
評
す
る
だ
け
の
準
備
は
私

に
は
な
い
が
、
近
年
に
お
け
る
古
代
女
性
史
の
研
究
は
、
八
世
紀
に
は
一
般

に
社
会
に
お
け
る
男
女
の
地
位
は
平
等
で
あ
り
、
家
父
長
制
家
族
は
未
成
立

で
あ
る
と
す
る
意
見
が
強
い
。
た
と
え
ば
女
性
史
総
合
研
究
会
編
の
『
日
本

女
性
史
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
第
↓
巻
で
は
、
服
藤
早
苗
は
「
八
世
紀
に
お

い
て
は
、
女
性
労
働
か
ら
み
た
女
性
の
社
会
的
経
済
的
地
位
は
、
男
性
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

体
員
と
さ
し
て
変
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
し
、
関
口
裕
子

は
同
書
の
「
編
集
後
記
」
で
、
「
本
書
所
収
論
文
の
説
く
よ
う
に
少
な
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

も
八
世
紀
に
は
家
父
長
制
家
族
が
未
成
立
で
」
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

　
義
江
明
子
も
、
女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
生
活
史
』
第
一
巻
の

な
か
で
、
『
令
集
解
』
儀
制
令
春
時
竜
田
条
古
記
を
史
料
と
し
て
、
「
八
世
紀

前
半
の
村
で
は
」
「
共
同
体
を
構
成
す
る
男
女
の
政
治
的
公
的
地
位
が
、
村

レ
ベ
ル
で
は
ま
だ
ま
だ
基
本
的
に
平
等
で
あ
っ
た
」
と
し
、
「
女
性
が
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

体
成
員
と
し
て
の
権
利
を
失
い
家
父
長
に
従
属
」
し
て
い
く
の
は
、
八
・
九

世
紀
以
降
で
あ
る
と
論
じ
た
。

　
ま
た
妻
が
夫
方
に
居
住
す
る
例
が
あ
る
が
、
関
口
裕
子
に
よ
れ
ば
八
・
九

世
紀
で
は
豪
族
・
郡
司
層
以
外
で
は
、
夫
婦
が
新
住
居
に
同
居
す
る
の
が
一

般
で
、
夫
の
生
家
へ
の
嫁
入
り
を
意
味
し
な
い
、
「
机
上
の
創
作
物
た
る
「
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

窮
問
答
歌
」
を
除
く
と
、
両
親
と
息
子
夫
婦
の
同
居
例
は
皆
無
で
あ
る
」
と

い
う
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
は
高
群
説
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
の
で
は
な
い
が
、
八
世
紀

に
家
父
長
制
家
族
が
成
立
す
る
と
い
う
石
母
田
・
藤
間
・
松
本
説
に
批
判
的

で
あ
る
点
で
は
、
高
群
説
の
立
場
を
支
持
し
、
補
強
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
八
世
紀
は
家
父
長
制
の
未
成
熟
な
社
会
で
あ
っ
て
、
嫁
入
婚

は
一
般
的
に
は
存
立
し
て
い
な
い
と
す
る
見
解
が
、
最
近
の
学
界
の
大
き
な

潮
流
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
た
し
か
に
石
母
田
・
藤
間
・
松
本
説
も
不
動
の
学
説
で
は
な
い
。
こ
と
に

家
父
長
制
家
族
成
立
説
の
主
要
な
根
拠
と
な
る
戸
籍
・
計
帳
が
石
母
田
ら
の
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い
う
よ
う
に
社
会
の
実
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
こ

の
後
各
方
面
か
ら
批
判
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
説
が
動
揺
し
て
い
る
の
は
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
七
・
八
世
紀
を
男
女
平
等
の
社

会
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
説
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
な
お
ク

リ
ア
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
本

稿
で
取
り
あ
げ
る
「
人
妻
」
と
い
う
語
も
そ
の
一
つ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
以

下
「
人
妻
」
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
を
記
し
、
博
雅
諸
賢
の
教
示
を
え
た

い
と
思
う
。

　
　
萬
葉
集
に
み
え
る
「
ひ
と
づ
ま
」

　
「
ひ
と
づ
ま
」
と
訓
読
で
き
る
語
は
『
萬
葉
集
』
に
十
五
回
（
十
五
首
に

一
回
つ
つ
）
み
え
る
。
う
ち
十
四
回
は
い
わ
ゆ
る
人
妻
を
あ
ら
わ
し
、
「
人

妻
」
と
表
記
す
る
場
合
が
多
い
。
の
こ
る
一
回
は
他
人
の
夫
を
意
味
す
る
「
ひ

と
づ
ま
」
で
、
「
人
都
電
」
と
表
記
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
前
者
を
A
類
、
後
者

を
B
類
と
し
て
『
万
葉
集
』
に
み
え
る
順
に
列
挙
す
る
（
題
詞
は
3
番
以
外

は
省
略
し
た
）
。

　
　
A
類

－
紫
の
匂
へ
る
妹
を
に
く
く
あ
ら
ば
人
嬬
故
に
吾
恋
ひ
め
や
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
、
二
一
番
、
大
海
人
皇
子
）

2
神
樹
に
も
手
は
触
る
と
云
ふ
を
う
っ
た
へ
に
人
妻
と
言
へ
ば
触
れ
ぬ
も
の

　
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
、
五
一
七
番
、
大
納
言
大
伴
安
麻
呂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
が
　
ひ

3
　
　
登
一
一
筑
波
嶺
．
為
．
一
癖
歌
会
．
日
、
作
歌
一
首
井
短
歌

　
…
…
を
と
め
を
と
こ
の
　
ゆ
き
つ
ど
ひ
　
か
が
ふ
羅
歌
に
　
他
書
に
　
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

　
も
交
ら
む
　
吾
妻
に
　
他
も
言
問
へ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
九
、
一
七
五
九
番
、
高
橋
連
虫
麻
呂
歌
集
）

4
朱
ら
ひ
く
し
き
た
へ
の
子
を
し
ば
見
れ
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
吾
恋
ひ
ぬ
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
…
○
、
一
九
九
九
番
、
秋
雑
歌
　
七
夕
）

　
ら
み
じ
ば

5
黄
葉
の
過
ぎ
が
て
ぬ
児
を
人
妻
と
見
つ
つ
や
あ
ら
む
恋
ひ
し
き
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
〇
、
一
＝
一
九
七
番
、
秋
相
聞
　
寄
黄
葉
）

6
う
ち
日
さ
す
宮
道
に
あ
ひ
し
人
妻
ゆ
ゑ
に
　
玉
の
緒
の
念
ひ
み
だ
れ
て
ぬ

　
る
夜
し
そ
多
き
　
　
（
巻
三
、
二
三
六
五
番
、
施
頭
歌
、
右
五
首
古
歌
集
中
出
）

7
人
妻
に
言
ふ
は
誰
が
こ
と
さ
衣
の
此
の
紐
解
け
と
言
ふ
は
た
が
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
二
、
二
八
六
六
番
、
正
述
心
緒
）

8
お
ほ
よ
そ
に
わ
れ
し
思
は
ば
人
妻
に
あ
り
と
い
ふ
妹
に
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
め

　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
二
、
二
九
〇
九
番
、
正
書
心
緒
）

9
小
竹
の
上
に
来
る
て
鳴
く
鳥
目
を
安
み
人
妻
ゆ
ゑ
に
吾
恋
ひ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
二
、
三
〇
九
三
番
、
寄
物
陳
思
）

10

ｧ
の
緒
に
我
が
息
づ
き
し
妹
す
ら
を
人
妻
な
り
と
聞
け
ば
悲
し
も

　
我
が
故
に
い
た
く
な
わ
び
そ
後
つ
ひ
に
逢
は
じ
と
言
ひ
し
こ
と
も
あ
ら
な

　
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
二
、
三
＝
五
番
、
三
一
＝
四
番
、
問
答
歌
）

11

苴
o
簿
麻
と
あ
ぜ
か
そ
を
言
は
む
然
ら
ば
か
隣
の
衣
を
借
り
て
着
な
は
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
四
、
三
四
七
二
番
、
東
歌
　
相
聞
）

　
あ
　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や

12

ﾅ
悪
の
う
へ
に
駒
を
つ
な
ぎ
て
危
ほ
か
ど
比
登
豆
麻
こ
ろ
を
息
に
わ
が
す

3294



萬葉集にみえる「人妻」について

　
る
（
巻
一
四
、
三
五
三
九
番
、
東
歌
相
聞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や

13

?
ｸ
へ
か
ら
駒
の
ゆ
こ
の
す
危
は
ど
も
比
登
豆
麻
こ
ろ
を
ま
ゆ
か
せ
ら
ふ

　
も
（
巻
一
四
、
三
五
四
一
番
、
東
歌
相
聞
）

14

ﾈ
や
ま
し
け
比
上
都
麻
か
も
よ
こ
ぐ
船
の
わ
す
れ
は
せ
な
な
い
や
思
ひ
ま

　
す
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
四
、
三
五
五
七
、
東
歌
相
聞
）

　
　
B
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
ま

15

ﾂ
ぎ
ね
ふ
　
山
背
道
を
　
人
都
未
の
　
馬
よ
り
行
く
に
　
己
夫
し
　
歩
よ

　
り
行
け
ば
　
見
る
ご
と
に
　
ね
の
み
し
泣
か
ゆ
　
そ
こ
思
ふ
に
　
心
し
痛

　
し
た
ら
ち
ね
の
母
が
形
見
と
我
が
持
て
る
ま
そ
み
鏡
に

　
あ
き
り
ひ
れ

　
蜻
領
巾
　
負
ひ
阻
め
持
ち
て
　
馬
買
へ
我
が
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
三
、
三
三
一
四
番
、
問
答
）

　
以
上
が
『
萬
葉
集
』
に
み
え
る
「
ひ
と
づ
ま
」
を
詠
み
こ
ん
だ
歌
の
す
べ

て
で
あ
る
。
「
つ
ま
（
妻
・
夫
）
」
に
関
す
る
語
は
『
万
葉
集
』
の
表
記
を
そ

の
ま
ま
記
し
、
傍
線
を
施
し
た
。
ま
ず
そ
の
表
記
に
つ
い
て
み
る
と
下
の
表

の
よ
う
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
「
ひ
と
づ
ま
」
の
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
歌
の
年
代
と
、
作
者
の
階

層
に
つ
い
て
み
て
お
く
。

　
番
号
1
の
歌
は
、
「
天
皇
遊
同
輩
生
野
．
時
」
云
々
の
題
詞
に
従
う
と
近

江
朝
の
作
で
、
六
六
〇
年
代
の
作
、
託
り
に
後
人
の
仮
托
の
作
で
あ
る
と
し

て
も
、
巻
一
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
い
っ
て
八
世
紀
初
頭
を
下
ら
な
い
。

比　比　他　　人
o　登

人
表

都　豆
メ@麻　妻　　妻 嬬 記

妻

14　11　3　　｛
@’　　　7　2

1 歌
の

　　、　　　　　　、
P～　　84 の 場

　　、　　　　　　　、P3

@　9　5
番
合

、　　　　　　、

号

10　6

人 表
都

未
記

夫

15

歌 の

の
場

A番 口

号

番
号
2
の
歌
は
大
伴
安
麻
呂
の
没
年
（
和
銅
七
年
〈
七
一
四
〉
五
月
）
か
ら
い
っ

て
、
や
は
り
八
世
紀
初
頭
ま
で
の
作
で
あ
る
。
番
号
3
の
歌
の
作
者
と
考
え

ら
れ
る
高
橋
虫
麻
呂
の
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
萬
葉
集
』
に
三
十
数

首
の
歌
を
残
し
（
「
高
橋
虫
麻
呂
歌
集
』
の
歌
を
含
む
）
、
養
老
年
間
（
七
一

七
一
七
二
三
）
を
中
心
に
活
動
し
た
歌
人
と
考
え
ら
れ
る
。
番
号
3
は
八
世

紀
前
半
の
歌
で
あ
る
。

　
番
号
4
、
5
の
歌
は
巻
十
所
出
で
あ
る
。
巻
十
は
白
鳳
時
代
か
ら
奈
良
時

代
初
期
な
い
し
中
期
ご
ろ
ま
で
の
作
を
収
め
て
い
る
と
さ
れ
る
。
番
号
6
の

歌
は
巻
十
一
所
収
で
、
巻
十
一
は
番
号
7
、
8
、
9
、
1
0
の
四
首
を
収
め
る

巻
十
二
と
と
も
に
、
目
録
で
「
古
今
相
聞
往
来
歌
類
之
上
」
「
同
下
」
と
記

さ
れ
、
奈
良
初
期
、
下
っ
て
も
神
亀
年
間
（
七
二
四
－
七
二
八
）
ご
ろ
の
編
纂

と
さ
れ
る
。
両
巻
と
も
左
註
に
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
歌
集
に
出
づ
」
と
あ

る
歌
が
少
な
く
な
く
（
巻
＋
一
は
一
六
二
首
、
巻
＋
二
は
二
九
首
）
、
白
鳳
期
以
来
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の
歌
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。
番
号
6
は
前
記
し
た
よ
う
に
左
註
に
「
古
歌

集
中
に
出
づ
」
と
あ
り
、
白
鳳
期
の
歌
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
番
号
7
、
8
、

9
、
1
0
は
前
述
の
巻
十
二
の
性
格
か
ら
奈
良
時
代
初
期
前
後
の
作
と
し
て
大

過
あ
る
ま
い
。

　
番
号
1
1
、
1
2
、
1
3
、
1
4
の
四
首
は
巻
十
四
で
あ
る
。
巻
十
四
は
巻
頭
に
「
東

歌
」
と
題
し
て
五
首
の
歌
を
あ
げ
、
次
に
「
相
聞
」
「
警
喩
歌
」
「
雑
歌
」
等

の
部
立
の
標
目
を
挙
げ
て
歌
を
配
列
し
て
い
る
が
、
東
歌
と
い
う
の
は
全
巻

の
総
題
で
、
巻
頭
の
五
首
は
「
雑
歌
」
と
い
う
標
目
を
補
う
べ
き
で
あ
る
と

い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
四
首
は
い
ず
れ
も
東
歌
す
な
わ

ち
東
国
の
民
衆
の
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
東
歌
と
い
っ
て
も
、
な
か
に
は
洗
練

さ
れ
た
歌
も
あ
り
、
東
国
人
の
う
ち
の
教
養
階
級
の
作
や
都
か
ら
の
旅
行
者

の
作
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
四
首
は
民
衆
的
・
民
謡

的
な
歌
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
巻
十
四
編
集
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
相
聞
の
部
の
配
列
で
武
蔵
国
が
相
模

国
と
上
総
国
と
の
間
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
蔵
国
が
東
山
道
か
ら
東
海
道
に

転
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
以
後
で
あ
る
と
す
る
説
や
、

最
後
的
に
整
理
さ
れ
た
年
は
そ
う
で
も
、
巻
十
四
の
歌
の
蒐
集
採
録
は
そ
れ

以
前
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
す
る
説
な
ど
が
あ
っ
て
、
確
定
で
き
な
い
。

　
最
後
に
B
類
番
号
1
5
の
歌
は
巻
十
三
所
出
で
あ
る
。
こ
の
巻
は
允
恭
朝
の

軽
太
子
の
作
と
伝
え
る
歌
を
載
せ
る
な
ど
、
作
者
不
明
の
古
い
歌
謡
が
多
い

が
、
奈
良
朝
初
期
と
思
え
る
新
し
い
歌
を
含
む
。
原
本
は
神
亀
ご
ろ
の
編
纂

か
と
す
る
謡
も
あ
る
。
作
者
の
明
ら
か
な
歌
は
少
な
い
が
、
1
5
の
歌
な
ど
は

妻
の
持
参
の
財
物
で
よ
う
や
く
馬
が
買
え
る
と
い
う
状
態
か
ら
す
る
と
、
作

者
は
下
級
官
人
階
層
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
。

　
以
上
概
略
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
「
ひ
と
づ
ま
」
の
語
を
含
む
十

五
首
が
作
ら
れ
た
年
代
は
、
七
世
紀
後
半
な
い
し
末
葉
か
ら
八
世
紀
初
頭
な

い
し
前
半
ま
で
の
時
代
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
に
も
触
れ
た
が
、
番

号
1
番
の
歌
の
題
詞
が
信
用
で
き
る
な
ら
ば
、
天
智
七
年
（
六
六
八
）
の
作

と
な
っ
て
も
っ
と
も
古
い
。
下
限
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
上
述
し
た
と

こ
ろ
が
ら
養
老
・
神
亀
（
七
一
七
－
七
二
八
）
ご
ろ
ま
で
の
歌
が
多
い
と
い
え

よ
う
。

　
こ
の
語
を
使
用
し
た
階
層
は
、
皇
太
子
（
1
番
）
、
大
納
言
（
2
番
）
と

い
っ
た
最
上
層
か
ら
、
高
橋
虫
麻
呂
（
3
番
）
に
代
表
さ
れ
る
知
識
人
・
中

下
級
官
人
に
至
る
階
層
が
多
い
が
、
東
歌
に
四
首
（
1
1
、
1
2
、
1
3
、
1
4
番
）

み
ら
れ
る
こ
と
は
、
地
方
の
農
民
の
あ
い
だ
に
も
こ
の
語
を
使
用
す
る
者
が

あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　
『
万
葉
集
』
だ
け
を
史
料
と
す
る
と
い
う
限
界
は
あ
る
が
、
「
ひ
と
づ
ま
」

の
語
は
、
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
か
な
り
広
汎
な
階
層
に
用
い
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
ひ
と
づ
ま
」
の
意
味
と
禁
忌
性

　
そ
こ
で
「
ひ
と
づ
ま
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
『
広
辞
苑
』
に
み
え
る
よ
う

に
、
①
他
人
の
妻
、
②
結
婚
し
て
妻
と
な
っ
た
女
、
と
解
す
る
の
が
ふ
つ
う
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萬葉集にみえる「人妻」について

で
あ
ろ
う
（
『
広
辞
苑
』
は
慎
重
に
、
「
他
人
の
妻
、
ま
た
は
夫
」
と
夫
の
場

合
も
考
慮
に
入
れ
て
い
る
）
。
そ
し
て
こ
の
語
に
は
、
他
人
の
妻
に
な
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
手
を
出
し
に
く
い
、
出
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
と
も
な
う
。
小
学
館
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
用
例
と
し
て
武
者

小
路
実
篤
『
世
間
知
ら
ず
』
か
ら
「
人
妻
に
な
っ
て
み
る
の
だ
か
ら
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
文
を
引
用
し
て
い
る
が
、
右
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　
『
万
葉
集
』
で
も
「
人
妻
」
の
場
合
、
ほ
ぼ
同
じ
意
味
・
ニ
ュ
ア
ン
ス
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
一
の
「
紫
の
匂
へ
る
妹
を
に
く
く
あ
ら
ば
人
嬬

故
に
吾
恋
ひ
め
や
も
」
、
2
の
「
神
樹
に
も
手
は
触
る
と
云
ふ
を
う
っ
た
へ

に
人
妻
と
云
へ
ば
触
れ
ぬ
も
の
か
も
」
、
7
の
「
人
妻
に
言
ふ
は
誰
が
こ
と

さ
衣
の
此
の
紐
解
け
と
言
ふ
は
た
が
言
」
、
1
0
の
「
息
の
緒
に
我
が
息
づ
き

し
妹
す
ら
を
人
妻
な
り
と
聞
け
ば
悲
し
も
」
、
1
1
の
「
比
登
豆
苗
と
あ
ぜ
か

そ
を
言
は
む
然
ら
ば
か
隣
の
衣
を
借
り
て
着
な
は
も
」
な
ど
に
、
そ
の
感
じ

が
顕
著
で
あ
る
。

　
改
め
て
解
説
を
加
え
る
ま
で
も
な
い
が
、
1
の
歌
の
第
五
句
の
「
吾
恋
ひ

め
や
も
」
は
反
語
で
あ
る
か
ら
、
「
人
妻
で
あ
る
の
で
恋
ひ
し
く
は
思
わ
な

い
」
の
意
。
た
だ
し
そ
れ
に
は
「
妹
を
に
く
く
思
う
な
ら
ば
」
と
い
う
仮
定

が
つ
い
て
お
り
、
結
局
「
妹
を
に
く
く
思
わ
な
い
か
ら
、
人
妻
で
あ
っ
て
も
、

（
あ
な
た
を
）
恋
い
し
く
思
う
」
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
「
人
世
故
に
」
の

「
故
に
」
は
順
接
か
逆
接
か
、
賀
茂
真
渕
以
来
多
く
の
説
が
あ
る
が
、
「
人

妻
で
あ
る
か
ら
恋
い
し
く
は
思
わ
な
い
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
歌
の
背
景
に
は

人
妻
を
恋
い
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
社
会
通
念
が
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
ん
ほ
く

　
2
の
歌
は
、
神
樹
”
御
神
木
に
手
を
触
れ
な
い
と
い
う
タ
ブ
ー
を
破
っ
て

も
、
人
妻
と
い
え
ば
だ
れ
も
触
れ
よ
う
と
し
な
い
、
と
い
う
の
だ
か
ら
、
人

妻
に
触
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
通
念
が
厳
と
し
て
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
7
の
歌
は
、
衣
の
紐
を
解
け
（
そ
う
し
て
一
緒
に
寝
よ
う
）
と
人
妻
に

対
し
て
言
う
の
は
一
体
だ
れ
で
す
か
、
そ
ん
な
無
法
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
よ
、

の
意
で
あ
ろ
う
。
1
0
の
歌
は
、
「
命
の
綱
と
し
て
私
が
切
な
く
思
い
を
寄
せ

て
い
た
妹
が
、
意
外
に
も
人
妻
で
あ
る
と
聞
い
て
悲
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

人
妻
に
は
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
こ
の
歌
の
前
提
で
あ
る
。

　
1
0
の
歌
に
は
人
妻
へ
の
切
迫
し
た
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

11

ﾍ
や
や
趣
き
の
か
わ
っ
た
歌
で
あ
る
。
「
人
妻
だ
と
ど
う
し
て
そ
の
事
を

い
ふ
の
か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
隣
の
人
の
着
物
も
借
り
て
着
な
い
で
あ
ら
う
か
。

さ
う
で
は
な
か
ら
う
」
（
沢
潟
久
孝
『
萬
葉
集
注
釈
』
）
と
訳
し
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
余
裕
の
感
ぜ
ら
れ
る
歌
い
く
ち
で
、
土
屋
文
明
は
「
世
の
掟
に
対
す
る

反
抗
な
ど
と
い
ふ
よ
り
は
、
一
つ
の
思
ひ
付
の
皮
肉
、
認
刺
で
あ
ら
う
」
（
『
萬

葉
集
私
注
』
）
と
批
評
す
る
。
「
人
妻
」
の
タ
ブ
ー
は
実
際
に
は
し
ば
し
ば
破

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
土
屋
自
身
「
世
の
掟
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
人

妻
は
本
来
手
を
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
歌

か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
歌
で
も
、
お
お
む
ね
人
妻
は
触
れ
が
た
い
も

の
と
い
う
通
念
に
立
っ
て
う
た
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
5
の
「
黄
葉
の
過

ぎ
か
て
ぬ
児
を
人
妻
と
見
つ
つ
や
あ
ら
む
恋
ひ
し
き
も
の
を
」
は
、
黄
葉
の

よ
う
に
美
し
く
て
見
す
ご
し
が
た
い
人
も
、
人
妻
だ
か
ら
（
手
を
出
す
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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が
で
き
な
い
と
）
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
6
の
「
う
ち
日
さ
す
宮
道
に
あ
ひ
し
人
妻
ゆ
ゑ
に
玉
の
緒
の
念
ひ
み
だ

れ
て
ぬ
る
暫
し
そ
多
き
」
は
、
宮
殿
へ
の
道
で
あ
っ
た
女
も
、
人
妻
で
あ
る

の
で
（
手
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
）
心
が
乱
れ
、
夜
も
ね
ら
れ
な
い
、
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
人
妻
を
思
う
の
は
社
会
の
タ
ブ
ー
へ
の
挑
戦
で
あ
っ
て
、
危
険
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

あ
る
。
1
2
の
歌
で
「
発
受
の
う
へ
に
駒
を
つ
な
ぎ
て
危
ほ
か
ど
」
（
崩
れ
や

す
い
岸
の
上
に
馬
を
つ
な
ぐ
の
は
危
い
け
れ
ど
）
、
1
3
の
歌
で
「
崩
落
へ
か

ら
駒
の
ゆ
こ
の
す
危
は
ど
も
」
（
崩
れ
や
す
い
岸
の
所
を
通
っ
て
馬
の
行
く

よ
う
に
危
い
け
れ
ど
）
と
歌
う
の
は
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
1
3
の
歌

の
第
五
句
「
ま
ゆ
か
せ
ら
ふ
も
」
は
難
解
で
、
「
誘
惑
す
る
」
（
『
万
葉
集
私
注
』
）
、

「
目
で
見
て
だ
け
い
ら
れ
よ
う
か
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
）
、
「
関
心
を
示
さ

ず
に
は
お
ら
れ
な
い
状
況
」
（
『
日
本
古
典
集
成
』
）
な
ど
諸
種
の
解
釈
が
あ
り
、

『
萬
葉
集
注
釈
』
は
不
詳
と
す
る
。

　
多
少
問
題
と
な
る
の
は
、
「
人
妻
ゆ
ゑ
に
吾
恋
ひ
ぬ
べ
し
」
（
4
）
、
「
人
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ゆ
ゑ
に
吾
こ
ひ
に
け
り
」
（
9
）
の
表
現
で
あ
る
。
「
ゆ
ゑ
に
」
に
は
順
接
の

場
合
と
逆
接
の
場
合
が
あ
り
、
こ
こ
は
逆
接
の
「
ゆ
ゑ
に
」
だ
と
し
て
「
人

妻
で
あ
る
の
に
」
と
解
す
れ
ば
、
問
題
は
な
い
。
諸
注
は
お
お
む
ね
そ
の
よ

う
に
解
し
て
い
る
。
し
か
し
順
接
の
「
ゆ
ゑ
に
」
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
思
う
。
人
妻
は
触
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
タ
ブ
ー
さ
れ
た

存
在
で
あ
る
の
で
、
か
え
っ
て
心
が
動
か
さ
れ
る
と
い
う
心
理
を
、
「
人
妻

で
あ
る
の
で
恋
い
し
く
思
う
」
と
歌
っ
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
心
理
的
に
は

屈
折
し
て
逆
接
な
の
だ
が
、
文
章
と
し
て
の
表
現
は
順
接
の
形
を
と
る
。

　
こ
れ
を
別
の
方
向
か
ら
歌
う
と
、
1
4
の
「
な
や
ま
し
け
人
妻
か
も
よ
漕
ぐ

船
の
わ
す
れ
は
せ
な
な
い
や
思
ひ
増
す
に
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
3
の
「
他
妻
に
吾
も
交
む
」
と
い
う
の
は
、
擢
歌
会
の
催
さ
れ
る
例
外
の

場
合
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
以
上
縷
々
述
べ
た
が
、
要
す
る
に
『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
「
人
妻
」
は
他

人
の
妻
と
な
っ
た
女
で
、
人
妻
に
恋
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
手
を
出
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
タ
ブ
ー
が
社
会
通
念
と
し
て
存
し
た
こ
と
と
、
そ
の
タ

ブ
ー
が
破
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
人
妻
は
あ
る
意
味
で
男
の
心
を
そ
そ
る
存

在
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
こ
の
「
人
妻
」
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
原
則
と
し
て
男
子
、
そ
れ
も
長
男
を
戸
主
と
し
て
家
督
を
継
承
さ
せ
、

家
族
員
を
統
制
す
る
権
利
を
認
め
た
明
治
の
民
法
の
も
と
に
形
成
さ
れ
た

「
家
」
に
お
け
る
そ
れ
と
、
た
い
へ
ん
よ
く
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
禁
忌

性
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
と
う
ら
は
ら
な
危
険
を
と
も
な
う
甘
美
な
情
感
に
い

た
る
ま
で
、
そ
っ
く
り
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
が
少
年
の

こ
ろ
に
刊
行
さ
れ
評
判
と
な
っ
た
小
島
政
次
郎
の
長
篇
小
説
『
人
妻
椿
』
（
一

九
三
五
年
三
月
か
ら
三
七
年
四
月
ま
で
『
主
婦
之
友
』
に
連
載
）
の
題
名
も
、
そ
う

し
た
感
じ
を
表
わ
し
て
い
る
。

　
そ
の
こ
ろ
（
明
治
民
法
の
施
行
は
一
八
九
六
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
）

人
妻
の
語
は
、
夫
の
所
有
物
と
い
っ
て
わ
る
け
れ
ば
夫
へ
の
隷
属
者
と
い
う

意
味
と
、
未
婚
の
乙
女
に
は
な
い
つ
や
つ
ぽ
さ
、
な
ま
め
か
し
さ
、
あ
る
い

は
膜
た
け
た
美
し
さ
を
持
つ
も
の
、
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

独
立
し
た
人
権
を
持
つ
配
偶
者
の
意
味
な
ら
妻
だ
け
で
よ
い
。
わ
ざ
わ
ざ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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萬葉集にみえる「人妻」について

妻
と
い
う
場
合
は
隷
属
者
の
意
味
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
と
、
私
は
考
え
て

い
た
。
戦
後
も
む
ろ
ん
人
妻
の
語
は
用
い
ら
れ
る
が
、
頻
度
は
戦
前
ほ
ど
で

は
な
く
、
男
女
同
権
の
思
想
と
現
実
が
進
む
に
従
っ
て
隷
属
者
と
い
う
暗
い

イ
メ
ー
ジ
よ
り
、
な
ま
め
か
し
い
美
し
さ
の
方
に
重
点
が
お
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
う
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
戦
後
の
人
妻
の
イ
メ
ー
ジ
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
前
明
治
民
法
下
の
人
妻

の
イ
メ
ー
ジ
が
『
萬
葉
集
』
の
人
妻
の
そ
れ
と
似
か
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
無

視
で
き
な
い
。
近
年
の
女
性
史
研
究
者
の
考
え
る
よ
う
に
七
、
八
世
紀
の
男

女
の
地
位
が
平
等
で
あ
り
、
男
性
中
心
の
家
父
長
制
家
族
が
未
成
立
、
嫁
入

婚
が
ま
だ
遠
い
さ
き
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
と
、
妻
を
夫
の
隷
属
者
の
ご
と

く
歌
う
「
人
妻
」
と
い
う
語
が
、
こ
の
よ
う
に
多
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

歌
の
作
者
は
貴
族
層
だ
け
で
は
な
く
、
中
下
級
官
人
と
思
わ
れ
る
知
識
層
か

ら
東
国
の
農
民
に
い
た
る
ま
で
、
広
い
階
層
に
及
ぶ
こ
と
は
前
節
に
説
い
た

通
り
で
あ
る
。

　
『
萬
葉
集
』
の
時
代
と
近
・
現
代
で
ち
が
う
の
は
、
明
治
以
後
で
は
夫
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
つ
ま

対
し
て
は
用
い
な
い
「
ひ
と
夫
」
の
語
が
『
萬
葉
集
』
で
は
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
B
類
1
5
の
歌
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
ひ
と
妻
」
に
対
し
「
ひ

と
夫
」
と
い
う
語
が
あ
る
の
は
、
万
葉
時
代
が
一
見
男
女
同
権
の
時
代
で
あ

る
証
拠
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
第
一
に
使
用
頻
度
が
「
ひ

と
夫
」
は
た
い
へ
ん
少
な
い
（
「
ひ
と
妻
」
の
一
四
に
対
し
て
一
）
。
第
二
に
、

こ
の
方
が
重
要
な
の
だ
が
、
歌
を
読
め
ば
だ
れ
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
ひ

と
夫
」
の
語
に
は
「
ひ
と
妻
」
の
語
に
と
も
な
う
上
述
の
イ
メ
ー
ジ
や
ニ
ュ

、

ア
ン
ス
が
な
い
。
唯
一
の
使
用
例
で
あ
る
が
、
1
5
の
歌
で
は
客
観
的
な
描
写

と
し
て
「
ひ
と
夫
」
と
歌
い
、
同
じ
歌
の
な
か
で
「
お
の
夫
」
と
い
う
語
も

用
い
て
い
る
。
そ
し
て
作
者
の
愛
情
は
ひ
た
す
ら
「
お
の
夫
」
に
向
け
ら
れ
、

「
ひ
と
夫
」
を
愛
情
の
対
象
と
し
ょ
う
と
す
る
気
持
ち
は
ひ
と
か
け
ら
も
な

い
。
「
ひ
と
妻
」
と
歌
う
場
合
の
作
者
（
男
）
の
気
持
ち
と
ま
っ
た
く
ち
が

う
。
そ
れ
は
家
族
内
の
夫
と
妻
の
地
位
の
差
と
い
う
よ
り
、
男
と
女
の
よ
り

根
本
的
な
性
差
に
も
と
つ
く
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
問

題
に
は
立
ち
い
ら
な
い
。
と
も
か
く
『
萬
葉
集
』
に
「
ひ
と
妻
」
に
対
し
て

「
ひ
と
夫
」
の
語
が
あ
る
こ
と
は
、
男
女
同
権
の
証
明
に
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　
『
萬
葉
集
』
の
「
人
妻
」
の
語
を
婚
姻
史
・
女
性
史
の
観
的
か
ら
論
じ
た

研
究
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
問
題
と
し
て
ほ
し
い
。

平
安
時
代
歌
集
の
「
ひ
と
づ
ま
」

　
平
安
時
代
の
歌
集
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
初

期
に
か
け
て
勅
撰
さ
れ
た
八
つ
の
歌
集
、
す
な
わ
ち
総
称
し
て
八
代
集
と
呼

ば
れ
る
『
古
今
和
歌
集
』
（
九
〇
五
年
）
・
『
後
撰
和
歌
集
』
（
九
五
五
年
）

『
拾
遺
和
歌
集
』
（
↓
0
0
六
年
）
・
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
一
〇
八
六
年
）
・
『
金

葉
和
歌
集
』
（
二
二
七
年
目
・
『
詞
華
和
歌
集
』
（
＝
五
一
年
）
・
『
千
載
和

歌
集
』
（
一
一
八
八
年
）
・
『
新
古
今
和
歌
集
』
（
一
二
〇
五
年
）
に
つ
い
て
調
べ

る
と
（
括
弧
の
中
の
年
数
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
集
の
編
纂
年
次
）
、
つ
ぎ
に
記
す
よ
う
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に
驚
く
ほ
ど
少
な
い
。
『
後
撰
和
歌
集
』
に
二
首
、
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
一
首

の
計
三
首
に
す
ぎ
ず
、
他
の
六
歌
集
に
は
一
首
も
見
え
な
い
の
で
あ
る
（
検

索
は
『
国
歌
大
観
』
〈
角
川
書
店
〉
に
よ
る
。
以
下
、
同
書
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
）
。

な
お
傍
線
は
「
ひ
と
つ
ま
」
を
意
味
す
る
語
を
示
す
。

　
　
『
後
撰
和
歌
集
』

16

l
づ
ま
に
心
あ
や
な
く
か
け
は
し
の
あ
や
ふ
き
道
は
こ
ひ
に
ぞ
有
り
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
〇
、
六
八
八
番
、
よ
み
人
し
ら
ず
）

　
　
　
人
の
を
と
こ
に
て
侍
る
人
を
あ
ひ
し
り
て
つ
か
は
し
け
る

17

h
ﾟ
か
け
て
た
の
ま
ぬ
時
ぞ
な
き
人
の
つ
ま
と
は
思
ふ
も
の
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
〇
、
七
四
六
番
、
右
近
）

　
　
拾
遺
和
歌
集

18

ｷ
ぐ
ろ
く
の
い
ち
ば
に
た
て
る
ひ
と
づ
ま
の
あ
は
で
や
み
な
ん
物
に
や
は

　
あ
ら
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
九
、
一
二
一
四
番
、
よ
み
嘉
し
ら
す
）

　
右
の
三
首
の
う
ち
1
7
の
歌
の
作
者
右
近
は
、
小
倉
百
人
一
首
に
「
忘
ら
る

る
身
を
ば
思
は
ず
ち
か
ひ
て
し
人
の
い
の
ち
の
惜
し
く
も
あ
る
か
な
」
の
歌

を
残
し
た
歌
人
で
、
醍
醐
天
皇
の
后
量
子
に
仕
え
た
女
房
の
右
近
と
思
わ
れ

る
の
で
女
性
で
あ
る
。
詞
書
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
「
人
の
つ
ま
」
は
「
人

妻
」
で
は
な
く
、
「
ひ
と
夫
」
の
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
一
首
は
他
人
の
夫

に
思
い
を
寄
せ
て
い
る
趣
き
だ
か
ら
、
そ
の
点
で
は
男
女
同
権
と
い
え
る
が
、

限
ら
れ
た
宮
廷
世
界
の
こ
と
だ
か
ら
、
ど
こ
ま
で
一
般
化
で
き
る
か
ど
う
か

は
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ぎ
に
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
、
和
歌
を
類
聚
し
た
歌
集
を
み

る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
古
今
和
歌
六
帖
　
（
一
〇
世
紀
後
半
ご
ろ
成
立
）

19

?
ｩ
ら
ひ
く
い
う
た
へ
の
子
を
か
ず
み
れ
ば
人
づ
ま
ゆ
ゑ
に
我
こ
ひ
ぬ
べ

　
し
（
第
一
、
＝
二
九
番
、
人
丸
）

20

l
づ
ま
は
も
り
か
や
し
ろ
か
か
ら
く
に
の
虎
ふ
す
野
べ
か
ね
て
こ
こ
ろ
み

　
ん
（
第
五
、
二
九
七
八
番
目

21

?
ｵ
の
や
の
こ
や
の
し
の
や
の
し
の
び
に
も
い
な
い
な
ま
ろ
は
人
の
つ
ま

　
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
五
、
二
九
八
0
番
）

22

ﾞ
ら
さ
き
に
匂
へ
る
妹
を
め
ぐ
く
あ
れ
ば
ひ
と
づ
ま
ゆ
ゑ
に
わ
れ
恋
ひ
め

　
や
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
五
、
二
九
八
一
番
目
お
ほ
と
も
の
や
す
ま
ろ
）

23

ｳ
か
き
に
も
手
は
触
る
な
る
を
う
っ
た
へ
に
人
づ
ま
に
し
あ
ら
ば
こ
ひ
ぬ

　
も
の
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
五
、
二
九
八
二
番
）

24

ｩ
葉
の
す
ぎ
が
て
ぬ
こ
を
人
づ
ま
と
見
つ
つ
や
を
ら
ん
恋
ひ
し
き
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
五
、
二
九
八
三
番
）

2当

ｽ
れ
そ
こ
の
ぬ
し
あ
る
人
を
よ
ぶ
こ
ど
り
声
の
ま
に
ま
に
鳴
き
わ
た
る
ら

　
ん
（
第
五
、
二
九
八
四
番
）

　
補
註
　
第
五
に
は
「
人
づ
ま
」
の
題
を
立
て
、
二
九
七
七
－
二
九
八
四
番
の
八
首
を

　
　
収
め
る
。
う
ち
「
人
づ
ま
」
「
人
の
つ
ま
」
の
語
を
含
む
五
首
と
「
ぬ
し
あ
る
人
」
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萬葉集にみえる「人妻」について

の
語
を
含
む
一
首
を
掲
出
し
た
。
合
計
七
首
の
う
ち
1
9
、

『
萬
葉
集
』
に
類
歌
が
あ
る
。

2
2
、
2
3
、
2
4
の
四
首
は

　
　
新
撰
和
歌
六
帖
　
（
一
三
世
紀
中
葉
の
成
立
）

26

N
を
へ
て
人
す
む
宿
の
つ
ま
に
こ
そ
し
の
ぶ
の
草
も
ふ
か
く
茂
ら
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
五
、
一
五
六
六
番
）

27

墲
ｪ
も
の
と
思
ひ
ふ
せ
た
る
人
づ
ま
は
も
と
へ
は
や
ら
じ
た
だ
は
こ
ふ
と

　
も
（
第
五
、
一
五
七
〇
番
）

　
補
註
　
第
五
に
「
人
づ
ま
」
の
題
を
立
て
て
、
一
五
六
六
－
一
五
七
〇
番
の
五
首
を

　
　
収
め
る
。
う
ち
「
人
づ
ま
」
の
語
を
含
む
も
の
は
2
7
番
の
一
首
だ
け
で
あ
る
。
他

　
　
は
例
え
ば
「
ぬ
し
な
く
て
さ
ら
せ
る
布
も
あ
る
も
の
を
人
の
て
づ
く
り
手
な
な
ふ

　
　
れ
そ
も
」
（
一
五
六
九
番
）
の
よ
う
に
、
「
人
づ
ま
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
。
2
6

　
　
は
「
つ
ま
」
の
語
を
含
む
が
、
人
の
妻
に
家
の
妻
（
端
）
を
か
け
た
歌
で
、
「
人

　
　
つ
ま
」
を
歌
っ
た
歌
と
は
い
い
が
た
い
。

　
　
男
木
和
歌
集
　
　
（
一
四
世
紀
初
頭
成
立
）

28

O
つ
づ
く
　
山
し
ろ
み
ち
を
　
人
づ
ま
の
　
む
ま
よ
り
行
く
に
　
さ
（
わ

　
ヵ
）
が
つ
ま
の
　
み
ち
よ
り
ゆ
け
ば
　
…
…
　
（
巻
二
↓
、
九
三
四
八
番
、
長
歌
）

29

ｱ
ろ
も
で
の
ひ
た
ち
の
神
の
ち
か
ひ
に
て
人
の
つ
ま
を
む
結
ぶ
な
り
け
り

　
補
註
　
2
8
番
の
歌
は
『
萬
葉
集
』
に
類
歌
が
あ
る
。
2
9
番
の
歌
の
「
人
の
つ
ま
」
の

　
　
つ
ま
は
、
妻
を
着
物
の
褄
に
か
け
て
結
ぶ
と
言
っ
た
も
の
で
、
駄
じ
ゃ
れ
に
類
す

　
　
る
歌
で
あ
る
。

　
以
上
、
「
人
づ
ま
」
を
歌
っ
た
歌
と
し
て
1
6
番
か
ら
2
9
番
ま
で
十
四
首
の

歌
を
あ
げ
た
が
、
そ
の
う
ち
1
9
、
2
2
、
2
3
、
2
4
、
2
8
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
の
補

註
で
記
し
た
よ
う
に
『
萬
葉
集
』
に
類
歌
が
あ
っ
て
、
そ
の
異
伝
で
あ
り
、

26

ﾆ
2
9
は
人
の
妻
を
歌
っ
た
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
家
の
つ
ま
、
衣
の
つ

ま
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
差
引
く
と
、
「
人
づ
ま
」
を
歌
っ
た

歌
と
し
て
上
記
の
歌
集
に
歌
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
わ
ず
か
に
七
首
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　
家
集
や
歌
論
書
所
収
の
歌
に
つ
い
て
み
て
も
こ
の
傾
向
は
か
わ
ら
な
い
。

や
は
り
『
国
歌
大
観
』
の
索
引
に
よ
る
の
だ
が
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
人
丸
集

30

№
ﾉ
に
ほ
へ
る
妹
が
か
く
し
あ
ら
ば
ひ
と
づ
ま
ゆ
ゑ
に
我
こ
ひ
め
や
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
番
）

　
　
赤
人
集

31

ｨ
ほ
ぞ
ら
に
た
な
び
く
あ
や
め
（
く
も
の
ヵ
）
か
ず
み
れ
ば
ひ
と
の
つ
ま

　
ゆ
ゑ
い
も
に
あ
ひ
ぬ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
七
二
番
）

　
　
黒
髭
家
後
度
百
首
　
　
（
一
一
三
五
年
ご
ろ
）

32

ﾐ
と
づ
ま
や
あ
き
を
さ
め
す
る
い
な
ば
か
り
た
の
み
を
か
け
て
よ
そ
に
の

　
み
み
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
二
六
番
）

33

ｵ
の
ぶ
れ
ど
ぬ
け
つ
つ
く
も
る
ひ
と
づ
ま
は
こ
こ
ろ
あ
は
せ
の
こ
ろ
も
な

　
り
ナ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
一
二
〇
番
）
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平
安
時
代
の
家
集
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
が
、
「
人
づ
ま
」
を
歌
い
こ

ん
だ
歌
は
こ
の
程
度
で
、
う
ち
一
首
（
3
0
）
は
『
萬
葉
集
』
に
類
歌
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
歌
論
書
に
み
え
る
歌
を
あ
げ
る
。

　
　
綺
語
抄
　
　
（
＋
二
世
紀
初
頭
の
成
立
）

34

?
ｩ
ら
び
く
い
う
た
へ
の
こ
の
か
ず
み
れ
ば
人
づ
ま
ゆ
ゑ
に
吾
恋
ひ
ぬ
べ

　
し
（
；
丑
番
）

35

ｩ
ら
こ
ろ
も
か
け
て
た
の
ま
ぬ
時
ぞ
な
き
人
の
つ
ま
と
は
お
も
ふ
も
の
か

　
ら
（
三
〇
五
番
）

　
　
和
歌
童
蒙
抄
　
　
（
＋
二
世
紀
中
葉
の
成
立
）

36

ﾐ
と
づ
ま
に
い
ふ
は
た
が
こ
と
す
ご
ろ
も
の
こ
の
ひ
も
と
く
と
い
ふ
は
た

　
が
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
五
六
番
）

　
　
和
歌
初
学
抄
　
　
（
＋
二
世
紀
中
葉
の
成
立
）

37

l
づ
ま
は
も
り
か
や
し
ろ
か
か
ら
く
に
の
虎
ふ
す
の
べ
か
ね
て
心
み
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
二
番
）

38

l
づ
ま
に
心
あ
や
な
く
か
け
は
し
の
あ
や
ふ
き
み
ち
は
こ
ひ
に
ぞ
あ
り
け

　
る
（
；
三
番
）

　
　
袖
中
抄
　
　
（
＋
二
世
紀
後
半
の
成
立
）

39

ｳ
か
き
に
も
手
は
ふ
る
と
い
ふ
を
う
っ
た
へ
に
人
妻
と
い
ふ
は
ふ
れ
ぬ
も

　
の
か
は

　
　
古
来
風
体
抄
　
　
（
＋
二
世
紀
末
葉
の
成
立
）

40

ｳ
か
き
ば
に
手
は
触
な
と
い
ふ
を
う
っ
た
へ
に
人
妻
と
言
へ
ば
触
れ
ぬ
も

　
の
か
は

　
五
種
の
歌
論
書
に
3
4
番
か
ら
4
0
番
ま
で
「
人
づ
ま
」
の
歌
七
首
が
み
え
る

が
、
3
4
、
3
6
、
3
9
、
4
0
の
四
首
は
類
歌
が
『
萬
葉
集
』
に
あ
る
。

　
以
上
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
初
期
に
い
た
る
勅
撰
集
、
類
聚
歌
集
、
家
集
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま

歌
論
書
に
わ
け
て
「
人
づ
ま
」
を
詠
ん
だ
歌
を
あ
げ
た
が
、
「
人
夫
」
を
含

め
て
も
『
萬
葉
集
』
に
類
歌
の
な
い
も
の
は
勅
撰
集
三
（
1
6
、
1
7
、
1
8
）
、

類
聚
歌
集
四
（
2
0
、
2
1
　
、
2
5
、
2
7
）
、
家
集
三
（
3
1
、
3
2
、
3
3
）
、
歌
論
書

三
　
（
3
5
、
3
7
、
3
8
）
の
計
十
三
首
で
あ
る
。
た
だ
し
1
7
と
3
5
、
2
0
と
3
7
の
歌

は
重
複
す
る
の
で
、
整
理
す
る
と
十
一
首
に
な
る
。
『
萬
葉
集
』
一
部
の
十

五
首
に
く
ら
べ
て
は
な
は
だ
少
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
和
文
の
散
文
に
つ
い
て
は
詳
し
く
調
査
し
て
い
な
い
が
、
『
源
氏
物
語
』

　
　
　
　
〔
1
2
）

を
索
引
や
辞
典
に
よ
っ
て
検
べ
て
み
て
も
、
散
文
に
つ
い
て
は
見
え
ず
、
和

歌
に
つ
ぎ
の
一
首
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

41

l
妻
は
あ
な
わ
ず
ら
は
し
東
屋
の
真
屋
の
あ
ま
り
も
馴
れ
じ
と
そ
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紅
葉
賀
）

　
な
お
そ
の
他
で
は
『
梁
塵
秘
抄
』
に
「
人
の
夜
妻
」
、
『
催
馬
楽
』
に
「
我

や
人
妻
」
の
語
が
一
度
つ
つ
み
え
る
。

　
萬
葉
の
時
代
と
平
安
時
代
の
こ
の
違
い
が
何
に
よ
る
の
か
を
節
を
改
め
て

考
え
て
み
よ
う
。

1
1
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萬葉集にみえる「人妻」について

「
ひ
と
づ
ま
」
の
意
味
は
変
っ
た
か

　
平
安
時
代
の
和
歌
に
つ
い
て
の
私
の
知
識
は
き
わ
め
て
乏
し
く
、
以
下
に

述
べ
る
所
も
試
論
の
域
を
出
な
い
。
誤
り
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

私
見
を
記
し
て
み
る
。

　
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
『
萬
葉
集
』
の
歌
の
作
者
の
階
層
と
、
平
安

時
代
の
歌
の
作
者
の
階
層
の
違
い
で
あ
る
。
前
者
は
さ
き
に
も
ふ
れ
た
が
、

天
皇
を
頂
点
と
す
る
貴
族
か
ら
中
・
下
級
官
人
層
、
さ
ら
に
農
民
や
防
人
ま

で
を
含
み
、
作
者
の
出
身
地
も
都
・
畿
内
か
ら
畿
外
の
各
地
（
と
く
に
東
国
）

に
及
ぶ
。
そ
れ
に
く
ら
べ
て
後
者
は
、
主
と
し
て
都
（
平
安
京
）
に
住
む
宮

廷
貴
族
と
そ
れ
に
仕
え
る
男
女
の
官
人
・
召
使
の
人
び
と
で
、
時
に
は
各
地

へ
出
遊
し
て
地
方
の
情
景
を
詠
む
こ
と
も
あ
る
が
、
都
人
士
の
眼
を
以
て
歌

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
差
が
歌
材
の
選
択
の
上
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
と
く
に
後
者
　
　
平
安
貴
族
　
　
は
洗
練
さ
れ
た
趣
味
を
歌
う
の
を
歌
の

生
命
と
し
、
「
人
妻
」
と
い
っ
た
口
語
的
で
露
骨
な
表
現
は
避
け
た
の
で
あ

ろ
う
。
『
萬
葉
集
』
に
な
ら
っ
て
「
人
づ
ま
」
を
題
に
歌
う
こ
と
は
あ
る
が
、

　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヤ

「
唐
衣
か
け
て
た
の
ま
ぬ
時
ぞ
な
き
人
の
つ
ま
と
は
思
ふ
も
の
か
ら
」
（
1
7

　
　
　
　
　
カ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

番
）
と
か
、
「
こ
ろ
も
で
の
ひ
た
ち
の
神
の
ち
か
ひ
に
て
人
の
つ
ま
を
も
む

す
ぶ
な
り
け
り
」
（
2
9
番
）
と
か
け
こ
と
ば
を
用
い
て
語
呂
合
せ
を
し
た
り
、

「
人
づ
ま
は
も
り
か
や
し
ろ
か
か
ら
く
に
の
虎
ふ
す
の
べ
か
寝
て
こ
こ
ろ
み

ん
（
2
0
）
と
ふ
ざ
け
て
み
た
り
し
て
い
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
人
妻
と
の

交
渉
が
み
と
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
人
づ
ま
」
の
題
の
も
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

歌
わ
れ
た
「
年
を
へ
て
人
す
む
宿
の
つ
ま
こ
そ
は
し
の
ぶ
の
草
も
ふ
か
く
茂

ら
め
」
（
2
6
番
）
は
、
人
妻
と
の
恋
は
忍
ぶ
恋
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

　
人
妻
と
の
恋
は
、
平
安
時
代
で
も
奈
良
時
代
と
同
様
、
き
び
し
い
タ
ブ
ー

で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
タ
ブ
ー
を
破
っ
て
人
妻
を
恋
す
る
男
は
跡

を
た
た
な
か
っ
た
。
平
安
時
代
最
大
の
宮
廷
小
説
『
源
氏
物
語
』
が
そ
れ
を

証
し
て
い
る
。
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
源
氏
は
父
桐
壷
院
の
妻
で

あ
る
女
御
藤
壷
と
密
通
し
皇
子
（
後
、
冷
泉
院
と
な
る
）
が
生
れ
、
青
年
貴

族
柏
木
は
源
氏
の
妻
の
一
人
で
あ
る
女
三
の
宮
と
密
通
し
、
薫
が
生
れ
る
。

そ
し
て
二
人
と
も
、
自
分
の
尊
敬
す
る
男
の
妻
と
通
じ
た
こ
と
を
深
く
恐
れ

悩
む
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
描
く
宮
廷
最
上

層
部
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
「
人
妻
」
の
語
が
歌
に
詠
ま
れ
る
か
ど
う
か

は
関
係
な
く
、
平
安
時
代
に
も
広
く
社
会
に
存
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
萬
葉
の
時
代
と
ま
っ
た
く
変
り
は
な
か
っ
た
か
ど
う
か
は
簡
単
に
は

き
め
ら
れ
な
い
。
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
「
人
妻
」
の
語
を

し
ゃ
れ
の
め
し
た
り
（
1
7
、
2
9
番
）
、
ふ
ざ
け
て
歌
っ
た
り
（
2
0
番
）
、
ま
た
『
萬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
ま

葉
集
』
に
は
み
え
な
か
っ
た
「
ひ
と
夫
」
に
誘
い
か
け
る
よ
う
な
歌
（
1
7
番
）

が
み
え
る
の
は
、
宮
廷
社
会
に
限
っ
て
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
男
女
の
差
別

が
減
少
し
、
「
人
妻
」
タ
ブ
ー
が
ゆ
る
ん
で
き
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
『
萬
葉
集
』
と
同
類
の
歌
で
も
、
萬
葉
の
「
紫
の
匂
へ
る
妹
を
に
く

く
あ
ら
ば
人
嬬
ゆ
ゑ
に
吾
恋
ひ
め
や
も
」
（
1
番
）
の
第
五
句
を
「
吾
恋
ひ
め

や
は
」
（
2
2
番
）
と
反
語
の
表
現
を
強
め
た
り
、
「
神
樹
に
も
手
は
触
る
と
言
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ふ
を
う
っ
た
へ
に
人
妻
と
言
へ
ば
触
れ
ぬ
も
の
か
も
」
（
2
番
）
の
第
五
句
の

疑
問
の
表
現
を
「
ふ
れ
ぬ
も
の
か
は
」
（
3
9
、
4
0
番
）
と
反
語
に
変
え
た
り
し

て
い
る
。
「
人
妻
」
に
対
す
る
感
覚
に
多
少
の
変
化
が
起
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
も
思
え
る
。
と
く
に
後
者
は
、
人
妻
で
も
触
れ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、

人
妻
に
対
す
る
タ
ブ
ー
感
が
う
す
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
上
記
の
わ
ず
か
な
史
料
に
み
え
る
こ
と
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
慎

重
を
要
す
る
。
歌
の
上
で
は
人
妻
の
タ
ブ
ー
は
い
く
ら
か
弛
み
、
女
性
の
地

位
は
上
昇
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
限
ら
れ
た
宮
廷
社
会
の
こ
と
で
、

↓
般
の
社
会
で
は
白
鳳
・
奈
良
時
代
（
萬
葉
の
時
代
）
と
大
差
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　
た
だ
「
ひ
と
妻
」
の
語
の
使
用
例
の
調
査
か
ら
す
る
と
、
七
～
八
世
紀
に

は
男
女
の
地
位
は
平
等
で
、
「
九
世
紀
中
頃
を
境
に
し
て
ま
ず
支
配
層
か
ら

　
　
　
　
　
ロ
　

低
下
し
て
い
く
」
と
は
簡
単
に
言
え
な
い
と
思
う
。

む
す
び

　
「
ひ
と
妻
」
の
語
の
存
在
だ
け
で
私
は
奈
良
時
代
に
男
性
中
心
の
家
父
長

制
家
族
が
存
在
し
た
と
主
張
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
を
論
証
す
る
た

め
に
は
石
母
田
・
藤
間
以
来
の
研
究
の
整
理
と
史
料
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
私
に
は
ま
だ
そ
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
奈
良
時
代
に
は
家

父
長
制
社
会
は
未
成
立
で
、
男
女
の
社
会
的
地
位
は
平
等
で
あ
っ
た
こ
と
を

主
張
す
る
た
め
に
は
、
「
ひ
と
妻
」
の
語
の
存
在
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
女
性
史
・
婚
姻
史
の
堅
実
な
発
展
を
ね
が
っ
て
本

稿
を
草
し
た
所
以
で
あ
る
。

　
最
後
に
ひ
と
つ
書
き
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
人
妻
と
は
他
人
の
妻
の
意

で
は
あ
る
が
、
本
来
的
な
意
味
は
「
他
人
の
妻
」
で
は
な
く
、
「
神
に
対
置

さ
れ
た
存
在
」
で
あ
る
「
人
」
の
妻
で
あ
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

そ
れ
は
多
田
↓
臣
の
論
文
に
見
え
る
。
多
田
は
、
月
経
は
女
性
が
神
に
召
さ

れ
た
印
で
あ
り
、
女
は
一
度
、
正
式
に
神
の
嫁
に
な
っ
た
来
な
け
れ
ば
村
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

の
妻
に
は
な
れ
な
い
、
と
い
う
折
口
信
夫
の
説
そ
の
他
を
援
用
し
て
、
「
人

の
妻
と
な
る
こ
と
は
、
神
の
許
し
を
必
要
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
「
人
妻

は
、
神
の
妻
の
も
つ
本
来
の
聖
性
ゆ
え
に
禁
忌
の
対
象
と
し
て
の
側
面
を
つ

よ
く
残
し
な
が
ら
も
、
人
の
妻
と
し
て
恋
の
対
象
と
な
り
え
た
」
「
禁
忌
の

対
象
と
し
て
の
人
妻
の
存
在
は
、
や
は
り
神
の
世
界
に
そ
の
根
拠
を
置
い
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。

　
こ
の
考
え
は
、
私
に
は
逆
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
、
妻
の
禁
忌
性
が

神
に
も
と
つ
く
と
す
る
考
え
が
古
代
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
本
来
的

な
も
の
で
は
な
く
、
夫
が
妻
を
隷
属
さ
せ
て
い
る
、
支
配
し
て
い
る
、
と
い

う
の
が
禁
忌
性
の
根
源
で
あ
っ
て
、
禁
忌
性
の
根
拠
と
し
て
神
を
持
ち
出
す

の
は
、
む
し
ろ
二
次
的
な
説
明
で
あ
ろ
う
。
「
ひ
と
妻
」
の
ひ
と
は
や
は
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
づ
ま

お
の
れ
に
対
す
る
語
と
み
た
い
。
『
萬
葉
集
』
に
は
「
自
妻
」
（
巻
四
、
五
四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の

番
、
笠
金
村
。
巻
七
、
＝
九
八
番
、
雑
歌
）
「
己
妻
」
（
巻
一
六
、
三
八
○
八
番
、
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
づ
ま

由
縁
井
雑
歌
）
「
慈
悲
豆
麻
」
（
巻
一
四
、
三
五
七
一
番
、
防
人
）
「
己
夫
」
（
巻
一
四
、

　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
づ
ま

三
三
一
四
番
、
問
答
）
「
己
蝿
」
（
巻
一
〇
、
二
〇
〇
四
番
、
七
夕
）
の
語
が
あ
る
こ

1
3
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萬葉集にみえる「人妻」について

と
も
参
考
と
な
る
。
「
ひ
と
づ
ま
」
は
や
は
り
「
お
の
づ
ま
」
に
対
す
る
語

で
あ
ろ
う
。
も
し
「
か
み
の
つ
ま
」
に
対
す
る
語
で
あ
る
な
ら
、
「
ひ
と
夫
」

に
対
す
る
語
は
「
か
み
の
夫
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

註（
1
）
直
木
孝
次
郎
「
古
代
家
族
と
社
会
構
造
－
戦
後
二
十
年
の
古
代
史
の
歩
み

　
か
ら
　
　
」
（
直
木
著
『
奈
良
時
代
史
の
諸
問
題
』
塙
書
房
、
一
九
六
八
年
）

（
2
）
石
母
田
正
「
奈
良
時
代
農
民
の
婚
姻
形
態
に
関
す
る
一
考
察
　
　
夫
婦
同
居

　
制
並
に
別
居
制
の
一
資
料
」
（
『
石
母
田
正
著
作
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一

　
九
八
八
年
目
。
初
稿
発
表
は
一
九
三
九
年
。

（
3
）
服
藤
早
苗
「
古
代
の
女
性
労
働
」
（
『
日
本
女
性
史
』
第
一
巻
、
＝
一
頁
）
。

（
4
）
関
口
は
「
古
代
家
族
と
婚
姻
形
態
」
（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編

　
　
『
講
座
日
本
歴
史
』
第
二
巻
、
東
大
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
の
三
二
二
頁
に

　
収
め
た
表
で
も
、
家
父
長
制
家
族
の
成
立
を
十
世
紀
初
頭
以
後
と
す
る
。

（
5
）
義
江
明
子
「
古
代
の
村
の
生
活
と
女
性
」
（
『
日
本
女
性
生
活
史
』
第
一
巻
、

　
東
大
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）
一
六
二
、
一
四
五
頁
。

（
6
）
関
口
裕
子
「
古
代
家
族
と
婚
姻
形
態
」
（
前
掲
）
三
一
四
頁
。

（
7
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
簡
略
な
論
評
に
は
直
木
前
掲
論
文
（
註
1
）
や
井
上

　
光
貞
・
永
原
慶
二
ら
編
『
日
本
歴
史
大
系
』
第
一
巻
（
山
川
出
版
社
、
一
九
八

　
四
年
）
所
収
の
「
『
戸
』
の
家
族
実
態
説
と
法
的
擬
制
説
」
な
ど
が
あ
る
が
、

　
詳
し
く
は
岸
俊
男
『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
（
塙
書
房
、
一
九
七
三
年
目
、
南

　
部
昇
『
日
本
古
代
戸
籍
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）
に
依
ら
れ

　
た
い
。

（
8
）
日
本
古
典
集
成
『
萬
葉
集
』
四
（
新
潮
社
、
一
九
八
二
年
）
の
説
。
た
だ
し

　
こ
れ
が
特
殊
な
説
な
の
で
は
な
く
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』
三
（
岩

　
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
で
は
、
成
立
は
養
老
六
年
後
、
神
亀
年
中
か
下
っ
て

　
天
平
初
頭
と
す
る
五
味
保
義
の
説
を
あ
げ
て
い
る
。

（
9
）
前
後
の
文
を
あ
げ
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
「
『
そ
れ
で
も
貴
君
は
妾
よ
り

　
美
し
い
女
や
、
ノ
ー
ブ
ル
な
女
を
御
存
知
な
の
で
し
ょ
』
と
C
子
は
す
ね
る
や

　
う
に
云
っ
た
。
『
人
妻
に
な
っ
て
み
る
の
だ
か
ら
い
」
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
』
」

　
　
（
小
学
館
版
全
集
第
一
巻
、
一
五
九
頁
）

（
1
0
）
原
文
「
遺
骨
」
（
あ
ず
）
に
崩
岸
の
字
を
あ
て
る
の
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
（
享

　
和
本
）
に
「
嬉
、
崩
岸
也
、
久
豆
礼
、
又
、
阿
須
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

（
H
）
こ
の
「
ゆ
ゑ
に
」
に
つ
い
て
の
諸
説
を
詳
し
く
述
べ
る
い
と
ま
は
な
い
。
一

　
例
と
し
て
沢
内
久
孝
『
萬
葉
集
注
釈
』
の
解
説
を
あ
げ
る
と
、
「
早
く
略
解
に

　
　
『
な
る
も
の
を
の
意
に
解
き
、
今
も
そ
の
解
が
一
部
に
行
は
れ
て
る
る
。
こ
れ

　
に
対
し
て
『
ゆ
ゑ
に
』
の
語
そ
の
も
の
に
は
『
な
る
も
の
を
』
の
意
は
な
く
、

　
歌
の
意
の
結
果
か
ら
そ
う
な
る
に
す
ぎ
な
い
（
講
義
、
そ
の
他
）
と
い
ふ
説
も

　
あ
る
」
と
し
て
、
両
説
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
、
「
ゆ
ゑ
に
」
は
「
の
た
め

　
に
」
と
解
す
る
の
が
本
来
で
、
こ
の
歌
に
み
え
る
「
人
妻
ゆ
ゑ
に
」
も
そ
う
解

　
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
。
な
お
引
用
文
中
に
み
え
る
略
解
は
加
藤
千
蔭
『
萬
葉
集

　
略
解
』
、
講
義
は
山
田
孝
雄
『
萬
葉
集
講
義
』
。

（
1
2
）
池
田
亀
鑑
編
『
源
氏
物
語
大
成
』
索
引
篇
（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
三
－
一

　
九
五
六
年
）
、
北
山
極
太
『
源
氏
物
語
辞
典
』
（
平
凡
社
、
一
九
五
七
年
）
。

（
1
3
）
関
口
裕
子
「
編
集
後
記
」
（
註
（
3
）
の
『
日
本
女
性
史
』
第
一
巻
所
収
）

　
三
四
六
頁
。

（
1
4
）
多
田
一
臣
「
隠
り
妻
と
人
妻
と
　
　
万
葉
歌
の
表
現
を
考
え
る
　
　
」
（
『
国

　
語
と
国
文
学
』
六
三
巻
＝
号
、
一
九
八
六
年
）
。
こ
の
論
文
の
所
在
に
つ
い

　
て
は
脇
田
晴
子
氏
の
教
示
を
え
た
。

（
1
5
）
折
口
信
夫
「
小
栗
判
官
論
の
計
画
」
（
『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
2
）
、
「
古
代

　
生
活
に
見
え
た
恋
愛
」
（
『
古
代
研
究
』
国
文
学
篇
）
。
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